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花
ま
つ
り
を
全
国
的
に
展
開
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い
ま
か
ら
三
千
年
前
の
四
月
八
日
、
百
花
咲
き
み
だ
れ
る
ル
ン
ビ
ニ
の
園
で
、
誕
生
さ
れ
た
釈
尊
の
降
誕

を
祝
う
「
花
ま
つ
り
」
は
年
毎
に
盛
ん
に
な
っ
て
來
た
が
、
本
年
は
全
国
的
に
四
月
八
目
よ
り
五
月
八
圓

ま
で
を
「
花
ま
つ
り
月
間
」
と
し
、
わ
が
国
八
万
の
全
寺
院
，
四
千
万
の
仏
教
徒
が
挙
げ
て
こ
の
「
花
ま

つ
り
」
を
祝
う
べ
く
、
目
下
関
東
、
関
西
に
「
花
ま
つ
り
委
員
会
」
を
設
け
準
備
し
て
い
る
。

　
本
会
で
は
既
報
の
通
り
花
ま
つ
り
委
員
会
を
結
成
し

関
東
、
関
西
で
着
々
と
そ
の
準
備
を
す
す
め
て
き
た
が

東
京
で
は
去
る
一
月
十
三
日
以
来
数
画
に
亘
っ
て
委
員

会
を
開
き
申
央
大
会
を
始
め
各
種
花
ま
つ
り
行
事
の
も

ち
方
、
教
材
等
夫
々
專
門
的
立
場
か
ら
研
究
協
議
が
進

め
ら
れ
て
来
た
。
そ
の
結
果
大
要
次
の
通
り
全
国
各
藩
．

派
、
都
道
府
県
仏
教
会
及
び
四
団
体
へ
夫
々
連
絡
を
発

信
関
係
各
方
面
の
努
力

と
奮
起
と
を
要
望
し
て
－

い
る
。

綱
、
花
ま
つ
り
月
間
の

　
制
定
と
全
国
行
事
の

　
組
織
的
癸
表

　
来
る
四
月
八
日
か
ら

一
ケ
月
を
花
ま
つ
り
月

間
と
し
、
こ
の
間
全
国

寺
院
、
学
校
、
幼
稚
園

保
育
園
そ
の
他
団
体
等

で
必
ず
何
等
か
の
形
で

れ
ぬ
横
先
ず
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
積
極
的
に
デ
パ

ー
ト
，
商
工
会
、
浴
場
、
文
房
具
店
、
玩
具
店
、
組
合

‘
等
に
連
絡
し
主
体
性
を
も
つ
よ
う
努
力
し
よ
う
。

　
箪
、
全
国
寺
院
、
学
校
等
に
必
ず
仏
旗
を
掲
げ
よ
う

　
仏
教
徒
た
る
の
自
覚
の
も
と
、
国
際
的
に
定
め
ら
れ

た
六
彩
色
の
仏
旗
を
へ
ん
ぽ
ん
と
か
か
げ
て
み
仏
の
誕

生
を
祝
聖
し
よ
う
。

花
ま
つ
り
行
事
を
一
齊
に
展
開
す
る
こ
と
、
筒
そ
れ
ら

の
行
事
は
本
会
が
全
国
的
に
ニ
ュ
ー
ス
を
蒐
集
し
て
各

放
送
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
等
、
国
内
国
外
の
ニ
ュ
ー
ス
綱

に
の
せ
て
仏
教
徒
の
力
を
盛
り
上
げ
て
報
道
す
る
。

　
二
，
花
ま
つ
り
の
意
義
の
徹
底

　
花
ま
つ
り
本
来
の
意
義
を
没
却
し
た
行
事
が
如
何
に

盛
大
に
な
っ
て
も
無
意
味
で
あ
る
。
商
業
関
係
者
を
利

用
し
動
員
す
る
事
は
必
要
で
は
あ
る
が
之
等
に
利
屠
さ

羅躯触畢1；郭；；等蜜1：：1霧…姦

　
四
、
　
「
仏
教
徒
の
歌
」
を
声
高
ら
か
に
合
唱
し
よ
う

　
本
会
が
制
定
し
た
「
仏
教
徒
の
歌
」
〃
あ
あ
こ
の
よ
ろ

こ
び
”
は
土
岐
善
麿
作
詞
、
平
井
康
三
郎
作
曲
に
な
る

も
の
で
極
め
て
明
る
く
歌
い
易
い
大
衆
的
メ
”
デ
ー
で

発
表
さ
れ
た
。
花
ま
つ
り
月
間
に
限
ら
ず
仏
教
行
事
に

は
是
非
全
国
津
々
浦
々
で
声
高
ら
か
に
合
唱
し
よ
う
。

墨
譜
、
レ
コ
ー
ド
は
三
月
申
旬
完
成
（
二
〇
〇
円
送
料
一

枚
に
付
百
円
）
で
頒
布
さ
れ
ま
す
か
ら
御
申
込
増
さ
い

各
地
花
ま
つ
り
の
三
三

　
★
大
阪
　
花
ま
つ
り
行
事
と
し
て
種
々
の
計
画
が
も

・
た
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
具
体
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
四
月
八
日
午
后
六
時
よ
り
ガ
ス
ビ
〃
に
於
て
式
典
並

　
に
講
演
（
京
大
教
授
井
上
智
勇
博
士
の
予
定
）
大
阪
混

声
合
唱
団
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
な
ど
が
行
わ
れ
る
予
定
で

こ
の
ほ
か
四
天
王
寺
、
各
地
四
仏
教
会
、
各
寺
院
に
漏

す
も
夫
々
独
自
の
花
ま
つ
り
行
事
が
行
は
れ
る
。

　
七
京
都
花
ま
つ
り
予
讃
会
が
去
る
十
六
日
委
員
会

を
開
き
本
年
度
花
ま
つ
り
の
諸
計
画
に
つ
い
て
意
見
の

。
交
換
が
あ
り
、
式
典
の
ほ
か
佛
教
幼
稚
園
協
会
の
園
児

・
の
行
進
、
仏
青
連
盟
の
花
ま
つ
り
大
会
、
お
伽
車
の
市

内
巡
廻
、
甘
茶
風
呂
、
商
店
街
の
花
ま
つ
り
、
各
支
部

各
組
の
花
ま
つ
り
開
催
奨
励
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

散
華
等
、
多
彩
な
行
事
が
行
わ
れ
る
模
棟
。

　
埼
紳
戸
紳
戸
市
仏
教
会
が
申
心
に
な
り
、
，
大
々
的

に
花
ま
つ
り
行
事
を
行
い
一
般
の
関
心
を
集
め
る
と
共

に
仏
教
徒
に
自
覚
を
促
す
べ
く
各
種
の
計
画
に
し
た
が

　
つ
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
冷
東
京
　
東
京
仏
教
団
が
中
心
と
な
り
、
各
区
仏
教

会
、
更
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
，
各
寺
院
に
於
て
も
窪
目
比
谷

中
央
大
会
な
ど
花
ま
つ
り
行
事
が
行
わ
れ
る
が
詳
細
は

次
号
に
て
。
な
お
東
西
本
願
寺
で
は
各
末
寺
ヘ
ボ
ス
タ

ー
等
を
送
り
、
各
寺
院
で
花
ま
つ
り
を
開
く
よ
う
懲
練

す
る
外
．
本
山
に
於
て
も
盛
大
に
行
わ
れ
る
。

　
峯
本
会
で
は
各
宗
派
、
各
地
区
か
ら
の
花
ま
つ
り

に
関
す
る
具
体
的
行
事
計
画
を
全
仏
通
信
に
掲
載
発
表

す
る
た
め
各
地
か
ら
の
報
告
を
望
ん
で
い
る
。
報
告
の

あ
っ
た
分
は
次
号
に
掲
載
の
予
定
。

　
　
　
ビ
ル
マ
派
遣
留
三
遍
氏
名

　
東
元
慶
喜
（
四
三
）
曹
洞
宗
　
山
田
義
天
（
二
四
）
曹
洞

　
宗
　
岡
本
秀
通
（
三
八
）
曹
洞
宗
　
五
島
行
宣
（
二
二
）

　
真
宗
大
谷
派
　
矢
三
三
亮
（
四
〇
）
法
華
宗
真
勾
留

　
三
神
栄
恵
（
二
四
）
智
山
派
　
白
幡
銀
雪
（
二
四
）
浄
土

　
宗
　
近
藤
正
也
（
二
七
）
澤
土
宗
　
内
田
信
也
（
二
二
）

　
真
宗
本
派
　
川
端
照
道
（
二
六
）
真
宗
仏
光
寺
派
　
輻

　
永
隆
昭
（
二
七
）
天
台
真
盛
宗
　
（
括
弧
内
は
年
令
）

∵：ビ…蜜

選
．
黒

一
鞭



毒二竃山彦二二繍蓉ご沸紘三雲繍・

0年2月25日（2）昭佛．通、信全
さ翻’繍i臨撫

ト花
祭
り
に
「
佛
旗
の
波
」
を
く
り
ひ
ろ
げ
よ
う

一
特
に
寺
院
や
各
団
体
に
佛
旗
掲
揚
蓮
動
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
を
要
望
す
る
一

　
全
仏
教
徒
共
通
の
信
仰
の
象
徴
と
し
て
昨
年
の
永

平
寺
大
会
で
「
仏
旗
」
の
掲
揚
を
決
定
し
て
よ
り
、

近
く
花
ま
つ
り
を
ひ
か
え
て
、
大
阪
四
天
王
寺
の
大

量
申
込
を
簾
頭
に
、
各
寺
院
、
各
幼
稚
園
、
各
社
会

事
業
関
係
団
体
か
ら
の
申
込
と
問
い
合
わ
せ
が
四
仏
、

本
部
や
総
製
作
者
高
島
屋
に
集
中
さ
れ
、
関
係
者
を

忙
殺
さ
せ
て
い
る
。
こ
と
に
花
ま
つ
り
行
事
の
一
つ

と
し
て
全
国
的
に
花
ま
つ
り
セ
ー
ル
そ
の
他
の
催
し

も
の
が
お
こ
な
わ
れ
る
予
定
な
の
で
、
仏
旗
は
こ
の

春
か
ら
全
国
的
に
春
の
粧
い
の
一
つ
と
し
て
そ
の
多

彩
で
心
豊
か
な
旗
の
波
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
こ
と
と
な

ろ
う
。

　
仏
旗
は
正
確
に
は
「
万
国
仏
旗
」
と
よ
ば
る
べ
く
既

に
数
年
前
セ
イ
ロ
ン
の
世
界
仏
教
徒
会
議
で
決
定
し

昨
年
全
日
本
仏
三
会
に
お
け
る
全
仏
教
宗
団
の
一
大

団
結
を
契
機
と
し
て
大
々
的
に
掲
揚
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
み
が
一
そ
の
大
回
は
寺
院
や
団
体
に
い

つ
も
重
々
と
大
衆
に
仰
ぎ
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
十

三
仏
日
や
祝
祭
日
に
信
徒
の
鰻
重
に
か
か
げ
ら
れ
る

よ
う
、
小
旗
は
集
会
や
行
進
の
と
き
の
手
旗
と
し
て

用
意
さ
れ
て
い
る
。
、

　
仏
旗
の
色
彩
は
ま
こ
と
に
あ
ざ
や
か
で
、
巧
ま
ず

し
て
芸
術
的
だ
と
、
孤
臣
家
が
驚
嘆
し
て
い
る
。
そ

の
五
色
に
つ
い
て
の
仏
教
的
意
義
そ
の
他
の
詳
細
に

つ
い
て
は
近
く
配
布
用
の
印
刷
物
が
作
ら
れ
、
大
衆

的
普
及
活
動
が
打
ち
出
さ
れ
る
筈
に
な
っ
て
い
る
の

で
利
用
さ
れ
た
い
。

　
こ
こ
に
特
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、
各
寺
院
お

よ
び
各
団
体
信
徒
大
衆
の
本
拠
と
し
て
、
大
仏
旗
を

ぎ
ず
そ
の
境
内
に
亭
々
と
高
く
う
ち
た
て
ら
れ
、
仏

旗
の
威
容
を
掲
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、
つ
い

で
申
旗
や
小
旗
を
信
徒
に
お
す
す
め
願
う
こ
と
で
あ

る
。
半
旗
の
申
込
照
会
等
は
本
会
内
仏
旗
晋
及
本
部

、へ

閧
｢
ま
す
。
（
大
）
一
、
合
O
円
（
中
）
一
一
竃
O
円
（
小
）
巻
円

　
嚴
直
な
式
典
と
大
合
唱

　
　
　
　
「
浬
葉
会
と
仏
教
徒
の
融
発
表
会
」

　
去
る
二
月
十
五
日
午
后
一
時
よ
り
、
本
会
で
は
、

東
京
仏
教
団
、
仏
教
主
義
学
校
連
盟
と
共
催
、
朝
頁

生
命
、
日
本
ポ
リ
ド
ー
ル
後
援
に
よ
り
、
東
京
駅
前

朝
日
生
命
ホ
ー
ル
に
於
て
「
浬
繋
会
と
仏
教
徒
の
緻

発
表
会
」
を
開
催
し
か
ノ

　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
し
ピ
ニ
を

　
本
会
で
は
花
ま
つ
り
行
事
々
全
国
的
に
出
来
乃
だ

け
盛
大
r
す
る
た
め
、
報
道
機
蘭
を
通
じ
て
広
く
一

般
に
啓
蒙
宣
伝
す
る
と
共
仁
、
ポ
ス
タ
「
製
作
そ
の

他
に
よ
っ
て
各
地
で
行
わ
れ
る
花
ま
つ
U
行
事
の
た

め
に
便
宜
を
は
か
る
よ
う
に
努
め
て
来
た
が
、
最
近

花
ま
つ
り
教
材
に
関
し
て
の
照
会
が
頻
々
と
あ
る
の

で
、
以
下
信
頼
し
得
る
も
の
を
紹
介
す
る
6

　
0
三
宝
閣
扱
の
も
の
　
　
　
　
　
　
”

徽
章
類
と
し
て
象
バ
ッ
ジ
各
種
、
花
徽
章
（
リ
ボ
ン

製
）
全
役
員
章
、
稚
県
徽
章
な
ど
が
あ
り
、
宣
伝
用

　
品
類
と
し
て
は
提
燈
ポ
ス
タ
ー
、
花
ユ
つ
り
ボ
ス

　
タ
ー
、
小
型
ポ
ス
タ
ー
が
あ
る
。
ま
た
記
念
品
類

　
と
し
て
は
絵
本
花
ま
つ
り
，
絵
話
お
し
ゃ
か
さ
ま

　
カ
ー
ド
、
花
祭
ノ
ー
ト
、
花
御
堂
、
釈
尊
カ
ー
ド

　
花
ま
つ
り
誕
生
仏
、
家
庭
用
三
ッ
折
尊
像
、
児
童

　
行
進
旗
、
ゴ
ム
提
燈
（
新
案
大
型
提
燈
）
花
御
堂

　
装
飾
造
花
セ
ッ
ト
な
ど
が
あ
る
。

　
　
見
本
請
求
は
徽
章
類
距
離
は
八
十
円
，
全
部
の

　
見
本
の
希
望
者
は
三
百
円
、
夫
々
三
宝
閣
宛
送
付
「

　
請
求
の
こ
と
。
　
　
　
　
　
、
　
・
㌧

　
○
国
際
仏
教
伝
道
会
扱
の
も
の

　
花
…
徽
幽
早
（
セ
ル
質
イ
ド
製
一
二
色
ビ
ラ
付
）
象
バ
ッ

ジ
（
木
製
と
セ
ル
切
イ
ド
製
の
二
種
、
見
本
は
送
料

共
夫
々
十
円
）
ゴ
ム
風
船
（
三
色
毛
下
付
、
見
本
送

料
共
十
円
）
な
ど
の
ほ
か
「
花
ま
つ
り
」
と
い
う
絵

入
り
の
施
与
（
十
六
頁
見
本
送
料
共
十
円
）
房
付
し

お
り
（
二
枚
一
組
）
な
ど
青
少
年
向
き
の
も
の
が
あ
搾

惹
。
，
ま
た
花
御
堂
（
特
大
．
大
、
中
、
小
の
四
種
）

お
よ
び
ポ
ス
タ
ー
も
各
種
準
備
し
て
い
る
。

　
O
東
京
神
田
寺
内
真
理
運
動
本
部
で
も
花
ま
つ
り

η
用
施
本
を
刊
行
し
て
い
る
。
詳
細
は
同
本
部
宛
照

会
さ
れ
た
い
。

　
○
花
ま
つ
り
用
レ
コ
ー
ド
で
既
に
発
売
さ
れ
て
い

る
も
の
は
次
号
に
発
表
す
る
予
定
。

つ
い
て
明
る
い
見
卜
し
が
も
た
れ
て
い
る
b

（
写
真
上
は
聖
歌
発
表
「
下
は
児
童
曾
唱
団
員
）

蓄
ま
ウ
姦
材
紹
愈

．
雨
雫
は
四
百
君
名
の
来
会
者
が
あ
り
、
露
悪
長
司

会
の
も
と
に
、
長
井
博
士
主
唱
で
三
帰
依
文
、
仏
教

徒
の
誓
い
、
千
代
田
女
面
園
生
の
聖
歌
、
栗
本
理
事

の
挨
拶
、
朝
日
生
命
藤
川
社
長
の
奉
讃
の
こ
と
ば
に

続
い
て
友
松
事
務
総
長
が
「
浬
繋
に
つ
い
て
」
の
講
話

を
行
い
、
つ
い
で
岩
野
組
織
局
長
が
仏
歌
制
定
の
主

旨
を
説
明
、
作
詞
者
土
岐
善
麿
博
士
の
挨
拶
が
あ
っ

て
、
岩
崎
成
章
氏
に
よ
る
発
表
．
歌
唱
指
導
が
あ
り

四
百
名
の
会
衆
に
よ
る
穴
合
唱
が
行
わ
れ
た
。

　
仏
教
徒
の
歌
は
岩
崎
氏
に
よ
る
一
回
の
歌
唱
指
導

に
よ
っ
て
全
員
合
唱
が
出
来
る
ほ
ど
親
し
み
の
あ
る

歌
い
易
い
も
の
で
》
露
路
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
口
づ
さ
．

む
女
手
学
生
も
見
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
普
及
に

　
　
…
　
雛
こ
ど
も
の
花
ま
つ
り
，
＄
　
…

…
…
…
い
…
・
…
…
・
…
…
…
ザ
い
・
発
刊
ご
案
内
・
：
・
一
：

　
　
…
お
子
寄
ま
が
た
の
、
花
ま
つ
力
の
…

　
　
…
た
の
し
い
お
く
り
も
の
と
し
て
、
…

　
　
“
フ
レ
ー
．
凶
ル
館
で
は
、
各
宗
汲
各
…

　
　
二
団
体
の
ご
後
援
を
え
て
「
こ
ど
も
…

　
．
｛
の
花
考
り
」
と
い
テ
絵
本
を
発
…

．
、
…
行
い
た
．
し
ま
し
た
。
四
色
刷
り
の
…

　
　
…
あ
か
る
く
美
し
い
絵
本
で
す
σ
幼
…

　
、
…
稚
園
・
保
育
園
・
日
曜
学
校
・
寺
…

　
　
…
院
等
の
色
ま
つ
り
め
行
事
に
、
ぜ
…

　
　
”
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
…

　
　
即
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
定
価
1
0
円
…

コ
サ
ロ
ロ
コ
サ
リ
　
　
　
　
　
ぽ
の
　
　
コ
の
　
　
ロ
　
コ
コ
ロ
　
コ
コ
コ
コ
　
コ
リ
コ
ロ
ロ
　
コ
の
ロ
　
ほ
サ
ロ
コ
　
リ
る
コ
ロ
　
ロ

　
　
…
　
東
京
都
千
代
田
区
神
田
小
川
町
…

　
　
…
　
　
キ
ン
ダ
ー
ブ
ッ
ク
発
行
所
　
　
…

　
　
…
　
　
株
式
会
社
フ
レ
ー
ベ
ル
館
…

　
　
…
　
　
　
　
　
淵
叢
引
替
東
山
足
一
九
山
ハ
四
〇
…

申込は野仏へお早く

・
花
ま
つ
㌦
用
品
は

　
　
　
．
三
．
　
城

閣

○
東
京
都
千
代
田
区
代
官
町
二

　
電
話
丸
の
内
（
2
3
）
二
〇
六
六
番

　
振
替
東
京
　
五
四
七
九
九
番

花
祭
各
橦
用
品
多
数

　
　
　
國
際
佛
教
傳
道
会

　
○
東
京
都
申
野
区
塑
駕
宮
一
ノ
ニ
六
八

　
　
　
電
話
荻
窪
（
9
3
）
四
八
八
四
番

　
　
　
振
繭
替
一
　
九
三
」
〇
六
　
一
　
番

誕
生
仏
一
体
一
、
○
σ
O
円
（
送
料
共
）

　
　
　
高
橋
鐘
声
堂
．

京
都
壁
高
本
願
畔
前

〆，俘

停
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て
…
…
仏
肚
事
連
結
成
大
会
開
か
る

全智的組織を目指し

　
予
ね
て
準
備
申
で
あ
っ
た
「
関
東
甲
信

越
仏
教
社
会
福
二
事
業
連
盟
」
は
去
る
二

月
八
日
午
后
一
時
よ
り
築
地
本
願
寺
講
堂

に
結
成
大
会
を
開
催
し
た
。

　
当
日
の
参
加
者
は
各
都
県
か
ら
七
十
余

齢
に
嘉
し
草
葉
隆
円
大
会
委
員
長
を
は
じ

め
本
願
寺
派
，
大
谷
派
、
曹
洞
宗
．
豊
山

派
、
日
蓮
宗
、
浄
土
宗
等
の
各
宗
代
表
、
佐

々
木
全
仏
理
事
長
、
全
社
協
中
川
総
務
部

長
等
の
来
賓
が
あ
り
、
こ
の
連
盟
結
成
に

対
す
る
強
い
関
心
と
熱
意
の
ほ

ど
が
う
か
が
．
わ
れ
た
。

　
準
備
委
貫
古
屋
道
雄
氏
の
司

会
で
、
仏
教
讃
歌
の
奏
楽
に
よ

っ
て
黙
想
、
つ
い
で
浅
草
本
願

寺
露
永
輪
番
の
首
唱
で
三
時
駄

文
を
唱
和
，
草
葉
大
会
委
負
長

を
座
長
に
推
し
て
，
準
備
委
員

長
高
木
武
三
郎
氏
よ
U
経
過
報

告
、
古
坂
明
器
氏
よ
η
連
盟
規

約
案
の
説
明
が
あ
り
一
括
審
議

に
よ
つ
て
原
案
を
承
認
し
た
。

大
会
は
こ
れ
よ
り
詮
衡
委
員
を

設
け
て
役
員
選
出
に
移
り
、
委

員
会
に
於
で
詮
衡
中
、
来
賓
各

位
の
祝
辞
が
あ
っ
て
後
，

会
、
会
場
を
虎
の
門
共
済
会
館
に
移
し
、
椎
尾
増
上

，
寺
法
主
を
始
め
と
す
る
三
十
名
余
の
出
席
者
を
得
て

懇
親
会
を
開
き
、
晩
餐
を
倶
に
し
乍
ら
和
や
か
な
歓

談
に
時
を
過
し
、
六
時
半
に
会
を
閉
じ
た
。

　
猶
、
翌
朝
ほ
午
飼
十
時
よ
り
熱
心
な
参
加
者
に
よ

り
共
済
会
館
で
研
究
会
が
も
た
れ
、
連
盟
の
あ
り
方

社
会
国
警
事
業
に
於
け
る
仏
教
的
使
命
な
ど
に
つ
き

討
論
さ
れ
た
。

　
　
　
　
宜
　
　
　
　
言

　
社
会
幅
下
事
業
の
全
面
的
活
動
を
要
請
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
員
発
表
、
大
会
は
こ
れ

を
承
認
し
、
会
長
に
推
さ
れ
た
草
葉
隆
円
氏
よ
り
本

連
盟
の
全
国
的
組
織
へ
の
発
展
の
た
め
に
は
全
力
を

尽
す
と
の
力
強
い
挨
拶
が
あ
n
㌔
次
の
如
き
大
会
宣

言
と
決
議
を
発
表
、
今
後
組
織
強
化
に
よ
る
連
盟
発

展
の
た
め
一
層
の
団
結
と
協
力
を
約
し
て
意
義
あ
る

大
会
の
幕
を
閉
b
た
。
こ
の
あ
と
厚
生
管
児
童
局
長

太
宰
博
邦
氏
の
「
児
童
の
蔵
町
と
家
庭
」
と
臥
せ
る

一
時
間
断
に
亘
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
来
会
者
に

仏
教
社
会
輻
阯
事
業
の
使
命
の
重
い
こ
と
、
期
待
の

大
な
る
こ
と
を
訴
え
て
感
銘
を
与
え
、
午
后
四
時
散

二
、
吾
等
仏
教
往
会
輻
阯
事
業
家
は
，

　
増
加
に
よ
る
使
命
建
成
の
た
め
、

　
会
一
施
設
の
実
現
を
期
す
。

三
、
吾
等
仏
教
社
会
幅
祉
事
業
家
は
、
人
類
の
幸
輻

　
と
社
会
の
安
寧
の
為
に
杜
会
保
障
制
度
の
早
期
確

　
立
を
期
す
。
昭
和
三
十
年
二
月
八
日

　　

ﾚ
信
猷
仏
軽
装
煙
毒
連
盟
結
道
会

　
今
日
よ
り
甚
し
き
は
な
い
。

　
こ
の
秋
に
当
っ
て
、
吾
等
関
東

　
甲
信
越
地
域
仏
教
社
会
幅
祉
事

の
業
家
は
、
全
国
連
盟
の
結
成
を

さ
目
標
と
し
て
先
づ
吾
等
が
地
域

へ韻
内
事
業
団
休
の
連
盟
を
結
成
し

の
団
結
を
強
固
に
し
、
不
惜
身
命

報
の
決
意
を
以
て
社
会
の
期
待
に

理
酬
い
ん
こ
と
を
期
す
。
、

淋
　
決
議

　
一
、
吾
等
仏
教
社
会
幅
祉
事
業

願
家
は
、
そ
の
施
設
内
容
を
充

（
　
興
し
、
仏
教
精
碑
に
よ
る
共

　
　
済
思
想
の
愈
々
跡
立
せ
ん
こ

　
　
と
を
期
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
施
設
の

　
　
　
　
　
　
　
一
寺
院
・
一
教

広
謬
早
寝
剛
沓
直
烈
副
剛
三
群
像
帽
即
，
、
…

薩
難
・
曝
色
）
す
ね
割
る
社
よ
り
発
へ

’

告
理
妻
覆
の
前
三
月
＋
山
塞
午
綾
二
・
昭
和
三
＋
年
度
予
算
蔑
に
関
す
る
件
は
’

　
報
…
　
よ
り
、
築
地
本
顧
寺
来
賓
室
に
於
て
常
務
　
慎
軍
審
議
の
結
果
（
原
案
通
り
可
決
、
議
題
三
、
評

　
ム
竃
　
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。
出
席
常
務
理
事
議
員
会
開
催
に
愛
す
る
件
は
三
月
下
旬
に
開
催
、
日

騨
難
総
轟
撮
講
幾
叢
叢
醐
繍
藝
総
愁

会
浦
井
凶
弾
、
奥
本
大
望
、
緩
威
の
理
事
士
小
野
董
郎
氏
を
錦
心
に
準
備
を
進
め
る
こ
と
を

者
而
　
和
三
十
年
度
予
算
を
中
心
と
し
て
理
事
会
　
て
活
発
な
発
言
が
あ
っ
て
盛
会
裡
に
午
后
四
時
閉
会

に
提
出
す
る
協
議
事
項
が
愼
重
に
審
議
さ
れ
午
后
四
　
し
た
。

時
終
了
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
十
年
度
予
算
の
大
綱

　
　
　
　
理
　
事
　
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
則
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
全
日

　
翌
二
月
十
九
日
午
後
一
時
よ
り
、
年
度
末
を
迎
え
　
本
仏
教
会
陥
和
三
十
年
度
歳
入
歳
出
予
算
は
、
二
月

て
の
全
日
本
仏
教
会
理
事
会
は
、
築
地
本
町
寺
第
一
　
十
九
日
開
催
の
理
事
会
に
お
い
て
編
成
確
定
し
た
。

控
室
に
佐
々
木
泰
翁
氏
ほ
か
二
〇
名
の
理
事
づ
出
庸
　
　
三
十
年
度
予
算
は
経
常
部
一
本
と
し
、
歳
入
出
尊

し
て
開
催
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
百
五
拾
万
と
決
定
し
た
。

　
先
ず
全
音
得
華
氏
ほ
か
三
＋
名
の
理
事
の
委
任
抹
　
　
歳
出
に
お
い
て
は
、
事
務
所
費
中
関
西
事
務
局
費

を
報
告
し
、
規
定
に
よ
り
佐
々
木
理
事
長
が
議
長
と
　
が
独
立
し
五
拾
万
と
決
し
、
管
区
二
府
四
県
の
全
仏

な
り
、
開
会
の
こ
と
ば
を
述
べ
て
各
局
報
告
に
入
つ
　
活
動
の
充
足
の
た
め
そ
の
組
織
の
完
備
と
全
仏
歳
入

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
面
へ
の
全
面
的
協
力
に
実
質
的
に
動
く
態
勢
を
整
え

　
総
務
局
よ
り
人
事
（
国
際
部
長
滝
照
道
氏
辞
任
）
　
組
織
局
費
は
全
仏
本
年
度
活
動
の
目
標
を
組
織
の
七

宗
教
法
入
に
対
す
る
法
人
税
の
賦
課
、
会
計
現
況
、
　
化
に
置
く
た
め
七
拾
五
万
を
盛
り
、
新
た
に
弘
報
費

そ
の
他
。
組
織
局
よ
り
拳
螺
会
と
仏
教
徒
の
歌
発
表
　
申
機
関
紙
発
行
費
（
全
仏
冷
感
）
弐
拾
六
万
を
設
け
て

会
、
仏
教
徒
の
歌
制
定
、
関
東
甲
信
越
仏
教
祉
会
幅
　
合
計
百
七
拾
六
万
国
際
局
費
に
お
い
て
は
從
来
の
海

祉
事
業
大
会
、
関
東
甲
信
越
仏
教
会
長
会
同
、
花
ま
　
外
仏
教
使
節
接
待
費
↓
世
界
仏
教
交
化
興
隆
費
、
W
F

つ
り
、
全
仏
通
信
、
そ
の
他
。
国
際
局
よ
り
ビ
ル
マ
　
B
本
部
負
担
金
の
外
に
ア
ジ
ア
仏
教
親
善
遷
動
費
滲

会
議
、
ビ
ル
マ
留
学
僧
、
玄
中
寺
改
修
に
つ
き
感
謝
　
拾
万
渉
外
宰
領
万
を
新
設
し
計
九
拾
方
を
計
上
し
た

状
贈
呈
，
西
国
に
お
け
る
目
本
人
遺
骨
引
取
り
、
ア
　
　
之
に
対
し
て
歳
入
は
構
成
団
体
角
担
金
は
各
宗
派

ジ
ア
諸
国
会
議
、
シ
ン
ガ
ポ
1
ル
へ
地
藏
尊
豫
贈
呈
　
負
担
金
弐
百
六
拾
万
隔
各
団
体
負
担
金
（
地
区
仏
教

そ
の
他
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
担
当
各
局
、
部
長
よ
り
報
　
会
と
加
盟
各
種
団
坐
）
弐
百
万
、
仏
教
徒
募
金
（
地

上
が
行
わ
れ
、
引
続
き
協
議
に
移
り
議
題
一
、
理
事
　
区
仏
教
会
、
各
種
団
体
、
各
種
学
校
等
に
よ
る
も
の
）

推
薦
の
件
は
，
意
義
な
く
次
の
七
氏
（
県
仏
教
会
長
）
　
弐
百
万
、
寄
附
金
百
週
過
計
八
百
五
拾
万
で
あ
る
。

を
承
認
。
伊
藤
公
子
（
福
島
）
金
山
船
員
（
宮
城
県
連
　
　
な
お
こ
の
予
算
は
会
則
の
規
定
に
著
い
来
る
三
月

盟
）
妥
藤
壽
雄
（
新
潟
）
雲
藤
空
善
（
島
根
）
朽
木
正
　
末
開
催
の
評
議
員
会
に
報
告
了
承
を
得
る
こ
と
に
な

巳
（
秋
田
）
　
遠
藤
璽
羊
（
岩
手
）
　
成
田
龍
観
（
青
森
）
　
つ
て
い
る
。
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三
「
．
曹」

舜
．
・
、

琴事

　
世
界
仏
教
百
科
辞
書
に

　
、
協
力
要
請

　
　
．
…
マ
博
士
近
く
來
日
…

　
ビ
ル
マ
大
会
で
世
界
仏
教
徒
連
盟
会
長

に
三
…
選
さ
れ
た
マ
ラ
ラ
セ
イ
ケ
ラ
博
士
は

最
近
本
会
並
に
長
井
副
会
長
宛
に
書
簡
を

寄
せ
、
セ
イ
ロ
ン
仏
教
会
で
仏
紀
二
千
五

百
年
を
記
念
し
て
仏
教
百
科
辞
典
（
英
文
）

を
刊
行
す
る
に
つ
い
て
協
力
を
要
請
し
て

来
た
Q

　
こ
の
辞
典
は
申
国
，
チ
ペ
ツ
ト
．
白
洲

蒙
古
、
上
座
部
、
日
本
等
の
全
仏
教
に
亘

る
も
の
で
、
こ
れ
を
仏
教
史
、
教
理
史
、

仏
教
文
学
、
仏
教
美
術
・
仏
教
建
築
及
彫

刻
著
名
仏
教
者
伝
等
の
各
方
面
か
ら
取
扱

い
全
五
巻
、
一
万
頁
に
及
ぶ
も
の
に
な
る

と
言
わ
れ
る
。

　
マ
博
土
は
こ
の
辞
典
へ
の
協
力
要
請
ど

具
体
的
打
合
せ
の
た
め
三
月
下
旬
約
二
週

間
の
予
定
で
来
日
す
る
の
で
、
本
会
で
も

博
士
を
迎
え
て
の
計
画
具
体
化
の
た
め
に

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
海
を
わ
た
る
地
藏
菩
薩

　
　
　
高
野
山
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ

　
世
界
仏
教
徒
連
盟
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
分
会

長
ピ
ツ
チ
ン
フ
イ
女
史
が
経
営
す
る
大
菩

提
学
校
の
講
堂
に
生
徒
の
礼
拝
用
と
し
て

日
本
の
地
蔵
菩
薩
を
ぜ
ひ
送
っ
て
ほ
し
い

と
の
申
出
が
本
会
に
あ
っ
た
の
で
．
早
速

各
方
面
へ
物
色
申
の
と
こ
ろ
、
高
野
山
真

言
宗
で
は
喜
ん
で
こ
れ
を
引
受
け
る
こ
と

に
な
り
、
親
王
院
地
蔵
菩
薩
を
去
る
＋
五

日
出
発
の
飛
行
機
で
同
地
へ
お
く
っ
た
。

　
「
讃
仰
歌
発
表
音
楽
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
全
域
で
協
賛

　
東
本
願
寺
の
大
谷
憶
意
合
唱
部
で
は
（

次
の
通
り
讃
仰
歌
発
表
音
楽
会
を
東
京
に

於
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、
全
日
本
仏

教
会
で
は
こ
れ
に
〃
花
ま
つ
り
月
間
〃
行

事
の
一
環
と
し
て
協
賛
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
讃
仰
歌
は
大
谷
楽
苑
が
全
国
に
歌
詞

を
募
り
、
約
千
八
百
の
応
募
作
品
中
よ
り

二
十
曲
を
選
び
、
現
代
一
流
作
曲
家
に
依

頼
完
成
し
た
新
仏
教
聖
歌
で
、
仏
教
音
楽

を
ま
す
ま
す
発
展
さ
せ
る
た
め
に
も
、
こ

の
よ
う
な
試
み
に
多
く
の
方
々
が
参
加
来

聴
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。
猶
全

心
で
今
度
発
表
さ
れ
た
「
仏
教
徒
の
歌
」

も
演
奏
さ
れ
る
。

　
目
時
　
四
月
十
一
日
（
月
）
午
后
七
時

　
恒
久
平
和
の
た
め
の
祈
念
像
を
！

　
　
一
長
崎
仏
連
か
ら
協
賛
を
要
請
一

　
原
爆
の
犠
牲
と
な
っ
た
長
崎
市
は
「
ピ

ー
ス
．
フ
ロ
ム
・
ナ
ガ
サ
キ
」
と
の
悲
願

成
就
の
た
め
平
和
祈
念
像
建
立
実
現
に
努

力
を
続
け
て
来
た
。
こ
れ
に
表
裏
一
体
と

な
っ
て
協
力
し
て
き
た
長
崎
県
仏
教
連
合

会
は
、
全
仏
教
界
に
こ
の
主
旨
を
訴
え
協

力
を
仰
ぐ
た
め
、
今
般
本
会
に
協
力
を
要

請
し
て
来
た
が
、
本
会
と
し
て
は
平
和
実

現
が
全
仏
教
徒
．
華
道
目
本
人
、
全
人
類

の
悲
願
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
こ
れ
に
協
賛

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

目揚

時所

三
月
十
四
日
・
午
後
一
時

，
東
京
音
羽
大
本
山
護
国
寺

ビ
ル
マ
鞍
隠
者
慰
霊
大
法
要

　
　
並
に
第
三
回
世
界
佛
教
徒
会
議
報
告
会

魅
主
催

協
賛

厚東全

　二日

　　本生佛
　　佛
露呈教
漸々団会

　
会
場
　
丸
の
内
・
第
一
生
命
ホ
ー
ル

指
揮
　
　
　
　
　
木
下
　
　
保

　
　
　
　
　
　
　
大
谷
楽
苑
合
唱
部
演
奏

　
独
唱
　
　
　
藤
田
悠
起
子
　
竹
内
光
夫

　
　
　
　
　
　
林
　
　
達
次
．

　
ピ
ア
ノ
　
　
ワ
ル
タ
ー
。
ノ
ヴ
ィ
ッ
ク

　
猶
、
同
楽
苑
は
翌
十
二
日
午
后
一
時
よ

り
目
比
谷
会
堂
に
於
け
る
全
日
本
仏
教
婦

人
連
盟
結
成
大
会
に
も
演
奏
し
、
更
に
同

日
午
后
皇
居
に
重
て
御
前
演
奏
を
お
こ
な

う
予
定
で
、
仏
教
音
楽
の
御
前
演
奏
は
恐

ら
く
未
曾
有
の
こ
と
で
あ
■
り
、
そ
の
成
功

が
望
ま
れ
る
。

◇
◇
　
◇

丈
部
省
か
ら
の

注
意
　
こ
の
度
「
学

校
家
庭
新
聞
株

式
会
社
」
の
社

員
が
文
部
省
調

査
局
宗
務
課
員

の
名
刺
を
用
い

て
、
丈
部
省
か

ら
下
命
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と

称
し
、
ガ
リ
版

刷
り
の
趣
意
書
を
出
し
「
宗
教
総
覧
」
定

価
二
、
○
0
0
円
を
発
行
す
る
よ
う
に
勧

め
予
約
し
た
団
体
か
ら
内
金
一
、
○
○
○

円
を
受
け
と
っ
て
い
る
と
云
う
事
実
が
あ

り
ま
し
た
こ
と
を
聞
き
及
び
ま
し
た
の
で

貴
加
盟
団
体
に
こ
の
旨
を
お
伝
え
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
顧
い
致
し
ま
す
。

　
な
お
、
同
社
主
意
書
に
は
、
賛
助
員
と

し
て
某
代
議
士
の
名
を
連
ね
、
か
つ
文
部

省
下
命
の
ご
と
き
字
句
を
用
い
て
あ
る
由

に
て
、
本
省
で
は
こ
の
よ
う
な
事
を
委
嘱

し
た
事
実
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
念
の
た

め
申
し
添
え
ま
す
。
追
っ
て
、
同
社
の
杜

員
は
東
京
都
内
は
勿
論
の
こ
と
、
特
に
地

方
へ
出
張
勤
務
し
て
い
る
由
で
あ
り
ま
す

奮
熱
局
暴
富

　
一
月
二
十
二
日
　
正
午
よ
り
築
地
本
顧

寺
第
一
控
室
に
て
常
務
理
事
会
開
催
、
法

人
絡
取
得
、
理
事
推
薦
、
理
事
会
並
び
に

評
義
員
会
開
催
、
加
盟
団
体
負
担
金
基
町

法
人
税
、
ビ
ル
マ
法
要
と
報
告
講
演
会
開

催
、
浬
繋
会
と
仏
教
徒
の
歌
発
表
会
、
花

ま
つ
り
委
員
会
、
関
東
甲
信
越
仏
教
社
会

福
祉
事
業
大
会
開
催
、
ビ
ル
マ
派
遣
留
学

僧
選
考
並
び
に
派
遣
準
備
，
出
発
そ
の
他

に
つ
き
協
議
。
四
時
終
了
。

○
出
席
者
佐
々
木
阿
部
倉
持
小

野
　
栗
本
　
常
光
　
友
松
　
岩
野
　
申
山

北
畠
　
重
永
　
三
井
（
代
山
本
）
渡
辺
（
代

奥
本
）
清
田
（
代
浦
井
）

　
全
日
　
午
後
四
時
か
ら
芝
女
子
会
館
で

開
か
れ
た
文
部
事
務
官
「
井
上
恵
行
氏
を

労
ろ
う
会
」
に
友
松
総
長
、
岩
野
局
長
、

小
野
塚
、
別
所
部
長
出
席
。

　
一
月
二
十
八
目
　
午
後
一
時
よ
り
築
地

本
願
寺
会
議
室
に
て
土
岐
善
麿
氏
作
詞
の

仏
教
徒
の
歌
「
あ
あ
こ
の
よ
ろ
こ
び
」
作

曲
試
聰
会
を
開
催
、
土
岐
善
麿
、
長
田
恒

雄
、
賀
来
琢
磨
．
権
藤
円
立
、
佐
々
木
理

事
長
、
岩
野
局
長
等
審
査
員
諸
氏
に
よ
り

厳
重
審
査
の
上
、
平
井
康
三
郎
氏
作
曲
に

よ
る
歌
が
選
ば
れ
た
。

　
一
月
三
十
日
　
午
前
十
時
よ
り
事
務
局

に
て
ビ
ル
マ
派
遣
留
学
僧
志
願
者
に
対
し

考
査
を
行
う
。

　
二
月
一
日
　
隆
文
館
よ
り
仏
典
説
話
全

集
一
組
の
寄
贈
を
受
け
る
。

　
二
月
で
日
　
宗
教
法
人
法
に
よ
る
非
課

税
品
目
付
加
に
つ
い
て
の
依
頼
状
を
文
部

大
臣
に
提
出
。

　
　
　
’
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二
月
十
日
　
正
午
よ
り
銀
座
三
笠
会
館

に
て
報
道
関
係
者
招
待
会
を
開
き
花
ま
つ

り
を
申
心
と
し
て
意
見
を
聞
く
と
と
も
に

援
助
方
を
懇
請
。

　
二
月
十
三
日
　
午
後
二
時
よ
り
小
石
川

両
三
会
館
に
て
関
東
甲
信
越
仏
教
会
長
会

同
を
開
催
。

　
同
日
　
午
後
文
部
省
杜
会
教
育
施
設
課

長
大
田
周
夫
氏
（
前
宗
務
課
長
）
新
宗
務

課
長
宮
川
孝
夫
氏
就
任
挨
拶
に
来
局
。

・
ビ
ル
マ
派
遣
代
表
団
は
帰
朝
後
拠
金
し

一
部
を
往
路
立
寄
っ
て
世
話
を
う
け
た
沖

総
数
教
会
宛
寄
贈
の
図
書
購
入
費
に
充
て

他
を
留
守
職
員
に
贈
っ
て
慰
労
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
ラ
　
　
　

　
　
　
　
あ
　
と
　
が
　
き

　
　
　
　
く
　
　
く
　
　
く
　
　
く

▽
花
ま
つ
り
も
近
づ
き
各
地
共
準
備
に
お

9
忙
し
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
二
、
三
月

　
号
は
花
ま
つ
り
特
集
と
な
り
ま
し
た
。

▽
大
衆
に
親
し
ま
れ
る
花
ま
つ
り
と
し
て

　
華
や
か
に
大
い
に
仏
教
徒
の
意
気
を
示

．
し
ま
し
よ
う
。
　
　
　
　
（
や
）


